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研究成果の概要（和文）：本研究では、韓国朝鮮語諸方言における、中期朝鮮語（15-16世紀）からのアクセン
トの歴史的発展について、計算モデルを構築することにより説明することを目指した。韓国朝鮮語諸方言におい
ては、語彙種（固有語・漢字語・借用語）によりアクセントパターンが異なることに基づき、まずは音韻論ベー
スのモデルを構築し、音韻論的条件のみにより区別が可能であることを明らかにした。
また、慶尚道方言・延辺朝鮮語における2音節漢字語アクセントの歴史的発展は、一部漢字形態素の基底アクセ
ントが失われることで生じたと想定し、20世代に渡るアクセント変化について、繰り返し学習モデルを用いて分
析を行った。

研究成果の概要（英文）：In this study, I tried to explain the historical development of the 
distinctive pitch accent in two Korean dialects (Kyengsang, Yanbian) from Middle Korean by 
constructing computational models. Given that the accent patterns in the Korean dialects differ 
depending on word class (native/Sino-Korean/loanwords), I first constructed models to test to what 
extent these classes can be distinguished based solely on phonological factors. The constructed 
models successfully captured these lexical distinctions quite well.
Second, I constructed models of historical accent changes in disyllabic Sino-Korean words of 
Kyengsang/Yanbian by using an iterated learning procedure. I assumed that a certain proportion of 
Sino-Korean morphemes that compose Sino-Korean words lost their underlying accent and so speakers 
assigned them an accent based on phonological knowledge they induced from the data of the previous 
generation. The models reflected the historical development of the accent quite accurately.

研究分野：音韻論、歴史言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
韓国朝鮮語の語彙種（固有語・漢字語・借用語）が、音韻論的条件のみによって区別が可能であることを、音韻
論ベースのモデルを構築することにより明らかにした研究はこれまでにない。また、繰り返し学習モデルを用い
た先行研究では、主として人工的な言語が研究対象とされているが、本研究は同手法を、韓国朝鮮語諸方言にお
けるピッチアクセントの歴史的発展という、実際の歴史変化に対して応用した点において、新規性があると言え
る。
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１．研究開始当初の背景 
 
研究代表者は、過去に採択された科研費等による研究活動を通じて、膨大な量に上る韓国朝鮮
語データ（中期朝鮮語～近代朝鮮語データ、慶尚道方言（韓国南東部）・延辺朝鮮語（中国吉林
省）・全羅道方言（韓国南西部）等、現代語諸方言のデータ、標準韓国語の単純語データ）を収
集してきた。そして、これら収集データに基づき、韓国朝鮮語一般に見られる音素配列や共起
制限等について分析を行う一方、各方言・語彙クラスにおけるアクセントの歴史的発展や、不
規則的対応とバリエーション（類推変化）の要因、アクセントと分節音との相関性、借用語ア
クセントパターンなどについて、基礎的研究を行ってきた。また、研究開始当初に採択されて
いた科研費基盤研究 (C)「韓国語慶尚道方言のアクセント研究」（伊藤智ゆき、H26～29）では、
慶尚道方言の体言・用言アクセントに関して、インフォーマント調査を行い、共時・通時音韻
論的分析と音響音声学的分析を行う一方、慶尚道方言を始めとする現代韓国朝鮮語諸方言資料
と、15-16 世紀の中期朝鮮語資料を比較対照することで、朝鮮語祖語の音韻体系の再構を進め
ていた。これらの研究経歴を背景に、研究代表者は、現代韓国朝鮮語諸方言の成立、特にアク
セントの歴史的発展について、総合的に理解するための新たな分析手法を模索していた。とり
わけ、様々な音韻論的要因が相互作用することで、アクセント変化にどのような影響が見られ
たのか、統計学的に分析すると共に、その変化過程を可視化するための計算モデルを構築する
ことが有効であると考え、本研究を開始した。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、慶尚道方言を主要な対象とする、研究開始当初に採択中であった科研費の研究と、
これまでに研究代表者が行ってきた、韓国朝鮮語諸方言のアクセント研究とを統合し、韓国朝
鮮語におけるアクセントの歴史的発展と類推変化について、最適性理論等を踏まえた音韻論ベ
ースの計算モデルにより分析を行い、アクセント変化の詳細なメカニズムについて解明するこ
とを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 
 
インフォーマント調査により、更なるデータ収集を継続するとともに、収集済のデータについ
て、関連する音韻論的・形態論的諸情報（分節音、音節量、音節数、アクセントクラス、語彙
クラス等）が相互に対照できる形式にまとめる。 
言語データの段階性や、確率論的文法について分析する計算モデルには、既存のものがいくつ
かあるが、本研究の目的に適うよう、構築モデルに取り入れる。また、構築した複数のモデル
の適合性について、統計学的に検証する。それにより、各種音韻論的条件が作用し合った結果、
アクセント変化がどのような方向性で生じ、現代語諸方言のアクセント分布に至ったか、仮説
を立てる。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究の成果は主として以下の三点である。 
 
(1) 韓国朝鮮語諸方言アクセントに関する統計学的分析 

 
特に慶尚道方言の 1・2 音節語固有語名詞（単純語）を対象に、収集したデータに基づき、
アクセントの分布と分節音、音節量、使用頻度との相関性及び中期朝鮮語との対応につい
て分析を行った。それに際し、現代慶尚道方言の前段階と推定される慶尚道方言祖語のア
クセント分布についても、中期朝鮮語データを元に再建し、中期朝鮮語→慶尚道方言祖語、
慶尚道方言祖語→慶尚道方言への変化の様相について、最適性理論に基づく分析を行った。
また、同結果を基に、対数線型モデルによる分析を行い、現代慶尚道方言のアクセント分
布がどの程度予想されるか、検討を行った。なお、慶尚北道方言の固有語名詞（単純語）
アクセントに関する分析結果は、Son and Ito (2016) として公表済である。 

 
 
(2) 語彙種の弁別に関するモデル構築 

 
韓国朝鮮語諸方言におけるアクセント付与に際しては、固有語・漢字語・借用語の区別が
前提にあると考え、標準語データを辞書等より収集し、1・2 音節固有語（単純語）、漢字
語、借用語名詞が音韻論的条件のみによって、どの程度弁別が可能であるか、統計学的分



析及び初歩的な実験を行った。その結果、これらの語彙種は様々な音韻論的条件（各分節
音の異なり頻度、共起制限、母音調和等）により、一定程度の区別が可能であるが、音節
構造が実在する漢字形態素と一致しない場合には、固有語として特定される確率が高いこ
となどを見出した。更に、データ全体において漢字語の比率が高いことから、全ての語が
漢字語であると想定するベースモデル、各語彙種の比率に基づきランダムに語彙種を想定
する異なり頻度モデル、ngram モデル、語を構成する音節形に基づく音節モデル、Maxent 
Grammarプログラム（Hayes and Wilson 2008）により得られた制約群を用いたMaxentモデ
ル、音節モデルとMaxentモデルを融合させたハイブリッドモデルを構築し、モデル精度の
比較を行った。その結果、韓国朝鮮語の語彙種は、音韻論ベースのモデルにより区別が可
能であることを明らかにした。 

 
 
(3) 慶尚道方言・延辺朝鮮語におけるアクセント変化についてのモデル構築（2音節漢字語） 
 
これまでに収集済のデータに基づき、中期朝鮮語の 1・2音節固有語名詞・漢字語名詞のア
クセントは、中期朝鮮語から各世代において、段階的に変化していったと仮定し、モデル
化を行った。現在の慶尚道方言・延辺朝鮮語アクセントの分布やバリエーション、中期朝
鮮語との不規則的対応等は、これら各世代における変化の集積として説明される。 
本研究では、特に 2 音節漢字語のアクセント変化を対象にモデル構築を進めた。2 音節漢
字語のアクセントは、それらを構成する各漢字形態素の基底アクセントの組み合わせによ
り決まる傾向があるが、アクセント変化は、その基底アクセントが一部失われることで生
じたと想定し、繰り返し学習モデルを用いて、20世代におけるアクセント変化のモデル化
を行った（残る語については、基底アクセントに忠実なアクセント型で現れたと想定する）。
基底アクセントが失われた漢字形態素のアクセントがどのように各世代において付与され
たかがモデル化の鍵となるが、ランダムに基底アクセントが与えられたとするベースモデ
ル、音節形に基づく音節モデル、Maxent Grammarを用いたMaxentモデル、音節形・Maxent 
Grammar のハイブリッドモデルを構築し、それらの比較を行うとともに、各方言において
生じたと推定されるアクセントの類推変化もモデルに組み込んだ。それにより、両方言に
おける漢字語のアクセント変化を相当程度正確にモデル化することに成功した。 

 
 
更に、上記の研究を進めながら習得した分析手法や、新たに得たデータ等を用いて、以下二点
の研究も行った。 
 
(4) 延辺朝鮮語の喉頭素性三項対立に関する社会音声学的研究 

 
延辺朝鮮語閉鎖音における喉頭素性三項対立について、61 名の話者から得られたデータ
（1935-1992 年生）に基づき、VOT、F0、H1-H2 の 3 要因に関し、音響音声学的分析を行
った。これらは、喉頭素性のタイプ、調音点、アクセント（音調）、性別、下位方言と相関
性を持っている。主として、(a) VOTは若年層ほど短くなっており、濃音と平音の VOTは
合流していること、(b) 濃音に後続する母音頭の F0は、激音に後続する場合と比べ、総体
的に低くなっていること、(c) 激音の場合の H1-H2は、平音の場合と比べ、より breathyに
なっていることを明らかにした。また、これら全てにおいて、（若年層の）女性が最も著
しい変化を示していることを見出した。本研究は既に Ito (2017) として公表済であり、日
本音声学会賞優秀論文賞を授賞した（2018/9）。 
 

 
(5) 朝鮮語祖語の音韻体系再構（1音節動詞・形容詞語幹） 

 
中期朝鮮語は弁別的なピッチアクセント体系を有しているが、先行研究により、動詞・形
容詞語幹の分節音構造とアクセントとの間には強い相関関係があることが指摘されている。
そのことから、朝鮮語祖語においてはピッチアクセントが弁別的ではなかった可能性が示
唆されている（Ramsey 1978, 1986, 1991, 2001）。研究代表者は、36種の主要な中期朝鮮語
文献から収集されたデータに基づき、中期朝鮮語 1 音節動詞・形容詞語幹の基本的な語幹
構造、アクセントと分節音との相関関係、音素配列について検討を行った。それにより、
(a) 中期朝鮮語の jə は朝鮮語祖語の*ї（母音調和体系の i に対応）に再構される、(b) 非語
頭位置の ï は中期朝鮮語以前のある段階で i に合流した、(c) 中期朝鮮語語頭複子音の不均
等な分布は、通言語的な調音点の同化パターン、有気音子音の出現、制約*[coronal 
affricate][coronal]/*[coronal][coronal affricate]を反映する、(d) 朝鮮語祖語では接辞 -a/ə はク
ラス 3/4 語幹に後続しなかった、等の点について明らかにした。本研究成果は既に論文と
して投稿済である。 
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